
技
能
五
輪
全
国
大
会

11
月
28
日
か
ら
愛
知
で
開
催

第 52回
　

第
五
十
二
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
は
、
十
一
月
二
十
八

日
（
金
）
か
ら
十
二
月
一
日

（
月
）
の
四
日
間
に
亘
っ
て

愛
知
県
名
古
屋
市
等
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、

青
年
技
能
者
の
技
能
レ
ベ
ル

の
日
本
一
を
競
う
技
能
競
技

大
会
で
あ
り
、
日
本
の
暮
ら

し
を
陰
で
支
え
る
技
能
者
た

ち
の
技
術
力
を
次
代
に
伝

え
、
ま
た
、
多
く
の
人
に
も

の
づ
く
り
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

技
能
の
重
要
性
、
必
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
技
能
尊
重
機

運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
参
加
者
は
、
技
能
検

定
二
級
レ
ベ
ル
の
実
技
で
実

施
さ
れ
る
都
道
府
県
の
予
選

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

か
、
業
種
別
団
体
等
か
ら
推

薦
を
受
け
た
者
が
、
都
道
府

県
職
業
能
力
開
発
協
会
の
推

薦
で
全
国
大
会
へ
出
場
で
き

全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
青
年

技
能
者
38
名
が
配
管
職
種
に
出
場
　

ま
す
。

　

競
技
は
当
日
配
布
さ
れ
る

課
題
図
（
三
ヶ
月
前
の
八
月

に
公
表
さ
れ
た
参
考
課
題
を

競
技
当
日
に
変
更
、
五
面
掲

載
）
に
示
す
作
品
を
製
作
す

る
。
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
で
は
、
参
考
に
材
料
表
と

課
題
図
及
び
持
参
工
具
等
の

一
覧
を
公
表
し
て
い
る
。

　

本
会
は
、
主
催
者
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
、
松
本
技
術

委
員
長
、
綱
田
健
志
氏
（
東

京
都
・
連
）
が
競
技
委
員
と

し
て
課
題
作
成
、競
技
実
施
、

採
点
審
査
な
ど
に
全
面
的
な

協
力
で
「
配
管
」
職
種
の
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
大
会
概
要

１
、
配
管
職
種
の
競
技
会
場

　

豊
橋
市
総
合
体
育
館

２
、
日
程

　

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
が
十
月
二
十
六
日

（
日
）に
実
施
す
る
平
成
二
十

六
年
度
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
の
受
験
申
込
者

数
は
、
約
一
万
五
千
名
と
な

り
そ
う
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
試
験

は
、
北
海
道
（
札
幌
市
）、

東
北
（
仙
台
市
）、関
東
（
習

志
野
市
、
東
京
都
杉
並
区
）、

中
部
（
刈
谷
市
）、関
西
（
寝

屋
川
市
）、
中
国
四
国
（
広

島
市
）、
九
州
（
福
岡
市
）、

沖
縄
（
那
覇
市
）
で
行
わ
れ

ま
す
（
試
験
会
場
は
受
験
票

に
記
載
）。

　

な
お
、
受
験
に
当
た
っ
て

の
注
意
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
受
験
に
当
た
っ
て
の
注
意

事
項

１
、
受
験
票
は
試
験
当
日
必

ず
持
参
す
る
こ
と
。
受
験
票

を
持
参
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
受
験
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。

２
、
筆
記
用
具
等
の
持
参
。

３
、
昼
食
の
持
参
（
試
験
会

場
の
近
く
に
は
食
堂
が
少
な

い
の
で
注
意
す
る
こ
と
）。

４
、
試
験
当
日
は
九
時
二
十

分
ま
で
に
試
験
会
場
に
集
合

す
る
こ
と
（
時
間
厳
守
）。

遅
刻
者
は
原
則
と
し
て
受
験

が
認
め
ら
れ
な
い
。

５
、
車
の
来
場
は
禁
止
。

　

合
格
者
の
発
表
は
、
十
一

月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
十

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

　

約
１
万
５
千
名
が
申
込
み

︱　

10
月
26
日　

全
国
８
都
市
９
会
場
で
実
施
へ
　
︱

　26年度

時
に
、
厚
生
労
働
省
及
び
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
の
掲

示
場
に
そ
の
受
験
番
号
を
掲

示
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kyuukou.or.jp

）
に
も
掲

載
し
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
合
格
証
書
を

郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
装
置
工
事
主

任
技
術
者
試
験
の
試
験
科
目

及
び
時
間
割
と
フ
ロ
ー
図
、

本
会
の
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
対
策
用
問
題
集

等
は
四
面
に
掲
載
。

２
０
１
５
年
版
全
管
連
手
帳

只
今
、
受
付
中
！

昨
年
の
大
会
の
様
子

競
技
会
場
下
見
・
開
会
式
。

　

十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

競
技
、
公
開
水
圧
審
査
。

　

十
二
月
一
日
（
月
）
成
績

発
表
、
閉
会
式
（
表
彰
）。

３
、
大
会
概
要

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w
.

javada.or.jp/

2015年版「全管連手帳」2015年版「全管連手帳」

2015年版　全管連手帳申込書740
640
590

280
400
710
710

2015

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

９
月
４
日
（
木
）
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岩
手
）

９
月
12
日
（
金
）
総
務
部
会
・
総
務
委
員
会
（
兵
庫
）

９
月
24
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
愛
媛
）

９
月
26
日
（
金
）
正
副
会
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
部
長
会
議

10
月
17
日
（
金
）
臨
時
総
会
・
第
三
百
十
九
回
理
事
会

１ ２０１４年（平成26年）９月１日（月曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６７６号（　）

公
共
事
業
労
務
費
調
査
の
実
施
に
つ
い
て　
　
　
　

２
面

青
年
部
協
議
会　

第
18
回
通
常
総
会
開
催　
　
　
　

２
面

登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
の
ご
案
内　
　
　
　
　

４
面

技
能
検
定
試
験
（
後
期
）
の
ご
案
内　
　
　
　
　
　

６
面

　

建
設
工
事
の
適
正
な
施
工

及
び
品
質
の
確
保
と
そ
の
担

い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
・

確
保
を
目
的
と
し
て
「
公
共

工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
品
確
法
）」

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
、
本
紙
七
月
号
の
と
お
り

公
布
、
施
行
さ
れ
た
。
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
基
本

理
念
に
「
災
害
対
応
を
含
む

地
域
維
持
の
担
い
手
確
保
へ

の
配
慮
」
が
明
記
さ
れ
た
。

◆
こ
れ
に
よ
り
発
注
者
の
責

務
と
し
て
市
場
に
お
け
る
労

務
、
資
材
等
の
取
引
価
格
、

施
工
の
実
態
等
を
的
確
に
反

映
し
た
予
定
価
格
の
適
正
な

設
定
を
求
め
て
い
る
。
発
注

者
は
複
数
年
契
約
、
一
括
発

注
、
共
同
受
注
な
ど
に
よ
る

地
域
社
会
資
本
の
維
持
管
理

に
資
す
る
方
式
が
選
択
可
能

と
な
り
、
地
元
に
明
る
い
中

小
企
業
者
等
に
よ
る
安
定
受

注
が
期
待
さ
れ
る
。
◆
広
島

市
北
部
を
襲
っ
た
大
規
模
土

砂
災
害
で
も「
数
年
に
一
度
」

と
さ
れ
る
記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
だ
っ
た
。「
数
十
年

に
一
度
」
の
豪
雨
で
も
四
十

七
都
道
府
県
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
毎
年
全
国
の
ど
こ
か

で
一
回
以
上
の
大
災
害
が
発

生
す
る
計
算
と
な
る
。
災
害

を
教
訓
と
し
て
、
国
土
強
靭

化
を
支
え
る
地
元
建
設
業
が

必
要
で
あ
る
。

　

管
工
事
に
従
事
す
る
全
国

の
皆
様
に
お
す
す
め
し
ま

す
、
仕
事
に
役
立
つ
資
料
満

載
「
二
〇
一
五
年
版　

全
管

連
手
帳
」
の
申
込
を
只
今
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
作
業

着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
ハ
ン

デ
ィ
な
大
き
さ
で
、
現
場
に

役
立
つ
基
礎
資
料
が
満
載
で

す
。

　

お
申
込
は
、地
元
組
合
か
、

郵
便
振
替
又
は
現
金
書
留
郵

便
に
て
冊
数
を
明
記
の
う

え
、
代
金
を
送
料
と
も
に
全

管
連
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

大
き
さ
は
縦
14
・
５
cm
×

横
８
cm
×
厚
み
１
cm
。

４
、
設
備
工
事
技

術
関
係
資
料

　

管
材
料（
鋼
管
、

銅
管
等
）、
給
水

（
衛
生
器
具
・
水

栓
の
流
量
等
）、

ポ
ン
プ
電
動
機
、

消
火（
設
置
基
準
、

放
水
性
能
）、
給

湯
（
電
気
温
水
器

等
）、
排
水
（
屋

外
排
水
管
等
）、

屎
尿
浄
化
槽
等

１
、頒
布
価
格
（
消
費
税
込
）

　

一
部
七
四
〇
円
、
百
部
以

上
一
部
に
つ
き
六
四
〇
円
、

五
百
部
以
上
一
部
に
つ
き
五

九
〇
円
。

２
、
送
料　

　

一
部
～
二
部　

二
八
〇

円
、
三
部
～
四
部　

四
〇
〇

円
、
五
部
～
十
部　

七
二
〇

円
、十
一
部
～
九
十
九
部（
申

込
部
数
×
一
〇
円
）
＋
七
二

〇
円
、百
部
以
上
送
料
無
料
。

３
、
名
入
れ
サ
ー
ビ
ス

　

五
十
部
以
上
は
、
社
名
等

の
印
刷
を
サ
ー
ビ
ス
い
た
し

ま
す
。
印
刷
は
社
名
・
電
話

番
号
の
み
で
、
住
所
は
印
刷

で
き
ま
せ
ん
。



国交省

　

国
土
交
通
省
は
、
八
月
一

日
付
を
も
っ
て
土
地
・
建
設

産
業
局
長
名
で
本
会
宛
に
標

記
を
次
の
と
お
り
通
知
さ
れ

た
。
詳
し
く
は
同
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
lit.

go.jp/totikensangyo/

const/sosei_const_

tk1_000024.htm
l

下
請
契
約
及
び
下
請
代
金
支

払
の
適
正
化
並
び
に
施
工
管

理
の
徹
底
等
に
つ
い
て

　

我
が
国
の
景
気
は
、
着
実

に
持
ち
直
し
て
お
り
、
自
律

的
回
復
に
向
け
た
動
き
も
み

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

下
請
契
約
及
び
下
請
代
金
支
払
の

適
正
化
並
び
に
施
工
管
理
の
徹
底

等
に
つ
い
て

　

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
業

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

建
設
投
資
の
大
幅
な
減
少
に

伴
う
行
き
過
ぎ
た
受
注
競
争

や
若
手
入
職
者
の
減
少
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
標
記
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
元
請
建
設
企

業
に
対
す
る
指
導
方
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
資
金
繰
り
の
悪
化
に
対
し

て
は
、
前
金
払
の
特
例
、
地

域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制

度
の
拡
充
等
の
措
置
を
講
じ

て
き
た
が
、
今
後
、
資
金
需

要
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
夏

期
を
控
え
、
と
り
わ
け
経
営

基
盤
の
脆
弱
な
中
小
企
業
が

多
数
を
占
め
る
下
請
建
設
企

業
に
対
す
る
適
正
な
代
金
支

払
等
の
確
保
に
つ
い
て
、
そ

の
経
営
の
安
定
・
健
全
性
を

確
保
す
る
た
め
特
段
の
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て

は
、
平
成
三
年
二
月
五
日
に

策
定
し
た
「
建
設
産
業
に
お

け
る
生
産
シ
ス
テ
ム
合
理
化

指
針
」（
以
下
「
指
針
」
と

い
う
。）
に
基
づ
き
、
適
正

な
契
約
の
締
結
及
び
代
金
支

払
の
適
正
化
等
に
つ
い
て
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
下
請

取
引
に
係
る
調
査
結
果
等
に

基
づ
き
、
法
令
違
反
の
お
そ

れ
が
あ
る
建
設
企
業
に
対
し

て
立
入
検
査
を
行
い
、
見
積

り
や
契
約
の
方
法
、
支
払
期

日
等
、
元
請
下
請
関
係
の
適

正
化
に
向
け
た
指
導
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
建
設
業
法
令
遵

守
推
進
本
部
」
の
設
置
に
よ

る
指
導
監
督
体
制
の
強
化
、

建
設
業
法
令
遵
守
の
た
め
の

情
報
収
集
を
目
的
と
し
た

「
駆
け
込
み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

の
開
設
、
建
設
企
業
が
守
る

べ
き
下
請
取
引
上
の
ル
ー
ル

を
示
し
た
「
建
設
業
法
令
遵

守
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
元
請
負

人
と
下
請
負
人
の
関
係
に
係

る
留
意
点
－
」（
以
下
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）

の
策
定
、
建
設
業
の
取
引
に

お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
迅
速
な

解
決
を
目
的
と
し
て
弁
護
士

等
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
行
う
「
建
設
業
取
引
適
正

化
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
、
建

設
業
の
取
引
適
正
化
に
関
し

集
中
的
に
取
り
組
む
た
め
の

「
建
設
業
取
引
適
正
化
推
進

月
間
」
の
実
施
等
、
元
請
下

請
関
係
の
適
正
化
の
よ
り
一

層
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
社
会

保
険
未
加
入
問
題
対
策
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
保
険

加
入
の
推
進
・
支
援
に
よ
る

建
設
労
働
者
の
就
労
環
境
の

改
善
と
適
正
な
競
争
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と

し
て
元
請
下
請
間
に
お
い
て

赤
伝
処
理
等
に
よ
る
一
方
的

な
代
金
の
差
し
引
き
、
指
値

発
注
に
よ
る
不
適
切
な
下
請

取
引
、
追
加
・
変
更
契
約
の

締
結
拒
否
、
下
請
負
人
の
責

に
依
ら
な
い
や
り
直
し
工
事

の
強
制
、
正
当
な
理
由
が
な

い
長
期
間
に
わ
た
る
支
払
保

留
等
の
下
請
負
人
へ
の
し
わ

寄
せ
が
存
在
す
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
貴
会
傘

下
建
設
企
業
に
対
し
、
関
係

法
令
や
指
針
及
び
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
遵
守
す
る
ほ
か
、

下
記
事
項
に
十
分
留
意
し
、

下
請
契
約
に
お
け
る
請
負
代

金
の
設
定
及
び
適
切
な
代
金

の
支
払
い
等
元
請
下
請
取
引

の
適
正
化
並
び
に
施
工
管
理

の
よ
り
一
層
の
徹
底
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
、
会
議
や
講
習

会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
現
場

事
務
所
に
至
る
ま
で
指
導
さ

れ
た
い
。

１
．
見
積
も
り
に
つ
い
て

（
略
）

２
．
契
約
に
つ
い
て
（
略
）

３
．
検
査
及
び
引
き
渡
し
に

つ
い
て
（
略
）

４
．
下
請
代
金
の
支
払
い
に

つ
い
て
（
略
）

５
．
下
請
負
人
へ
の
配
慮
に

つ
い
て
（
略
）

６
．
施
工
管
理
の
徹
底
に
つ

い
て
（
略
）

青
年
部
協
議
会

　

５
議
案
を
満
場
一
致
で
承
認

厚
労
省
水
道
課　

清
水
さ
い
た
ま
市
長　
　

ご
臨
席

青年部協議会総会

　

全
管
連
青
年
部
協
議
会
の

第
十
八
回
通
常
総
会
及
び
関

連
行
事
が
八
月
二
十
三
日

（
土
）
に
埼
玉
・
浦
和
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
厚
労
省
堀
内
水

道
課
長
補
佐
を
は
じ
め
、
大

澤
会
長
、
清
水
さ
い
た
ま
市

長
、
日
野
さ
い
た
ま
市
水
道

事
業
管
理
者
等
、
青
年
部
協

議
会
会
員
、
総
勢
約

三
百
三
十
名
が
参
加
し
た
。

　

青
年
部
協
議
会
の
中
島
会

長
（
愛
知
）
は
、
挨
拶
の
中

で
、「
全
国
に
お
い
て
昼
夜

を
問
わ
ず
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

守
っ
て
い
る
我
々
の
姿
や
、

技
術
の
逸
脱
さ
、
あ
る
い
は

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
連
携
し
て
準
備
し
て
い

る
姿
な
ど
、
信
念
と
覚
悟
を

持
つ
誇
り
高
い
集
団
で
あ
る

と
い
う
姿
を
発
信
し
て
い
く

必
要
性
と
と
も
に
、
同
時
に

地
域
、
技
術
、
連
携
と
い
っ

た
「
力
」
を
高
め
続
け
る
事

こ
そ
が
、
人
材
育
成
、
技
術

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ひ
い

て
は
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。」
と
四
年
目
の
抱
負

を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
総
会
時
に
厚
生
労

働
省
健
康
局
水
道
課
堀
内
水

道
課
長
補
佐
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
広
報
（
機
関

厚
生
労
働
省

堀
内
水
道
課
長
補
佐

第１８回通常総会

中
島
会
長

清
水
さ
い
た
ま
市
長

誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
）、
総
務
（
出

前
ト
ー
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
周

年
事
業
へ
の
参
加
、
相
談
員

派
遣
）、
会
員
交
流
、
会
員

サ
ー
ビ
ス
（facebook

、

講
演
会
）
等
の
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
、
平
成

二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
と

収
支
予
算
案
が
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
研
修
会
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
セ

ル
ジ
オ
越
後
氏
に
よ
る
「
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親

会
は
、
中
島
会
長
の
挨
拶
、

大
澤
全
管
連
会
長
等
に
よ
る

祝
辞
の
後
、
日
野
徹
さ
い
た

ま
市
水
道
事
業
管
理
者
に
よ

る
乾
杯
で
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
懇
親
会
時
に
は
、
清

水
さ
い
た
ま
市
長
に
歓
迎
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
埼
玉
県
内
の
ゆ
る
き
ゃ

ら
の
登
場
や
、
日
本
が
誇
る

セ
ル
ジ
オ
越
後
氏

懇親会

ま
つ
り
の
一
つ
、
さ
い
た
ま

竜
神
ま
つ
り
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
を
魅
了
し
た
。ま
た
、

次
年
度
開
催
地
が
青
森
と
発

表
さ
れ
、
高
橋
寿
典
青
森
県

連
青
年
部
会
長
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

を
行
う
な
ど
、
青
年
部
会
員

が
互
い
に
親
交
を
深
め
た
。

　

今
回
も
、
参
加
会
員
に
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
情
報
提
供
を

目
的
に
、
日
頃
協
賛
を
頂
い

て
い
る
賛
助
会
員
に
よ
る
展

示
ブ
ー
ス
を
行
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
の
会
場
外
で
は
、

さ
い
た
ま
竜
神
ま
つ
り

ブ
ー
ス
展
示

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の

も
と
、献
血
事
業
を
実
施
し
、

九
十
五
名
の
会
員
が
献
血
を

行
っ
た
。

︱　

献
血
事
業
は
９
５
名
の

　
　

青
年
部
会
員
が
献
血
を
実
施
　
︱

献
血
活
動

　

国
土
交
通
省
は
、
八
月
十

一
日
付
け
を
も
っ
て
建
設
市

場
整
備
課
長
名
で
本
会
宛
に

標
記
を
次
の
と
お
り
通
知
さ

れ
た
。

公
共
事
業
労
務
費
調
査
（
平

成
二
十
六
年
十
月
調
査
）
の

実
施
に
つ
い
て　
　

　

農
林
水
産
省
及
び
国
土
交

通
省
が
実
施
す
る
公
共
事
業

労
務
費
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
毎
回
御
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
を
決
定
す
る
た

め
に
毎
年
十
月
に
実
施
し
て

お
り
、
従
来
よ
り
関
係
各
位

の
ご
協
力
の
も
と
厳
正
に
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
標
記

調
査
を
下
記
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
貴
職
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
調
査
の

精
度
、
透
明
性
を
更
に
高
め

ら
れ
る
よ
う
、
下
記
の
事
項

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
貴
団
体
の
各
会
員
に
対

し
て
も
周
知
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

記

１
．
公
共
事
業
労
務
費
調
査

（
平
成
二
十
六
年
十
月
調
査
）

に
お
け
る
重
要
事
項

　

今
回
の
調
査
に
お
け
る
改

善
点
等
の
重
要
事
項
は
、
以

下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
賃
金
水
準
の
正
確
な

把
握
の
徹
底

　

本
調
査
で
は
原
則
と
し
て

現
場
で
働
く
技
能
労
働
者
全

て
が
調
査
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
人
親
方

と
し
て
働
く
方
々
に
つ
い
て

も
、
必
ず
調
査
票
を
作
成
す

る
よ
う
あ
ら
た
め
て
周
知
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

賃
金
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
場
合
の
あ
る
退
職
金

等
、
不
定
期
の
賃
金
に
つ
い

て
も
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
正

確
に
記
入
頂
く
よ
う
周
知
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）
社
会
保
険
加
入
状
況

の
確
認

　
「
建
設
産
業
の
再
生
と
発

展
の
た
め
の
方
策
２
０
１

２
」（
平
成
二
十
四
年
七
月

十
日
国
土
交
通
省
建
設
産
業

戦
略
会
議
）
を
受
け
、
技
能

労
働
者
の
処
遇
の
向
上
、
公

平
で
健
全
な
競
争
環
境
の
構

築
に
向
け
て
、
今
回
も
、
社

会
保
険
加
入
状
況
等
の
実
態

把
握
及
び
保
険
料
が
わ
か
る

資
料
の
提
示
を
受
け
る
こ
と

と
し
ま
す
。

（
３
）
九
月
の
貸
金
支
払
い

実
態
の
調
査

　

下
記
三
十
八
職
種
（
略
）

の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
標

本
数
を
特
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、十
月
の
調
査
に
加
え
、

十
月
の
調
査
対
象
期
間
中
に

調
査
対
象
工
事
に
従
事
せ

ず
、
九
月
の
調
査
対
象
期
間

中
に
調
査
対
象
工
事
に
従
事

し
て
い
る
場
合
も
、
本
調
査

公
共
事
業
労
務
費
調
査

（
平
成
二
十
六
年
十
月
調
査
）

　
　
　
　
　

の
実
施
に
つ
い
て

国交省

の
対
象
と
し
、
当
該
九
月
分

の
貸
金
支
払
い
実
態
を
調
査

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
４
）
調
査
対
象
外
の
労
働

者
　

見
習
・
手
元
等
の
労
働
者

に
つ
い
て
は
、従
来
ど
お
り
、

原
則
と
し
て
調
査
対
象
外
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
厚

生
年
金
（
在
職
老
齢
年
金
）

及
び
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

の
受
給
に
伴
い
、
時
給
、
日

給
ま
た
は
月
給
を
減
額
し
、

日
当
た
り
賃
金
を
調
整
し
て

い
る
労
働
者
に
つ
い
て
も
同

様
に
、
調
査
対
象
外
と
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
調
査
対
象

企
業
に
お
い
て
は
、
個
々
の

労
働
者
の
技
能
、
年
金
等
の

受
給
状
況
及
び
受
給
に
伴
う

賃
金
の
調
整
方
法
等
に
つ
い

て
十
分
に
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

八
月
六
日
、
全
管
連
会
館

に
お
い
て
小
坂
典
行
北
海
道

連
副
会
長
（
釧
路
市
管
工
事

業
協
同
組
合
理
事
長
）
が
大

澤
会
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ

小
坂
釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長
が
大
澤
会
長
を
表
敬
訪
問

大澤会長と小坂理事長（右）

た
。

　

当
日
は
、
去
る
七
月
十
六

日
に
北
海
道
釧
路
市
の
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

釧
路
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
、
第
五
十

四
回
通
常
総

会
・
全
国
大

会
・
懇
親
会

の
開
催
に
つ

い
て
報
告
を

行
い
、
御
礼

を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
釧

路
市
内
の
管

工
事
の
状
況

に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し

た
。
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国
土
交
通
省
は
、
八
月
一

日
付
を
も
っ
て
土
地
・
建
設

産
業
局
建
設
市
場
整
備
課
長

名
で
本
会
宛
に
標
記
を
次
の

と
お
り
通
知
さ
れ
た
。

　

詳
し
く
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.m
lit.

go.jp/totikensangyo/

const/sosei_const_

tk1_000024.htm
l

下
請
代
金
の
決
定
に
当
た
っ

て
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

を
参
考
資
料
と
し
て
取
り
扱

う
場
合
の
留
意
事
項
に
つ
い

て
　

下
請
契
約
に
お
け
る
請
負

で
は
、
交
通
誘
導
員
の
貸
金

等
に
加
え
て
警
備
会
社
に
必

要
な
現
場
管
理
費
（
法
定
福

利
費
の
事
業
主
負
担
額
等
）

及
び
一
般
管
理
費
等
の
諸
経

費
を
適
正
に
考
慮
す
る
、
東

京
電
力
福
島
第
一
・
第
二
原

子
力
発
電
所
の
周
辺
地
域
に

お
け
る
作
業
で
は
、
労
働
者

の
貸
金
等
に
加
え
て
特
殊
な

作
業
環
境
及
び
安
全
確
保
を

踏
ま
え
た
手
当
、
謹
経
費
を

適
正
に
考
慮
す
る
等
、
上
述

の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
意
味
を
十
分
に
理
解
の

上
、
併
せ
て
、
周
知
徹
底
を

お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
建
設
労
働
者
の
雇

用
に
伴
い
必
要
と
な
る
法
定

福
利
費
の
事
業
主
負
担
額
、

労
務
管
理
費
、
安
全
管
理
費

等
の
企
業
経
費
を
含
ん
だ
労

務
単
価
の
参
考
公
表
を
行
っ

て
い
る
。（
下
図
参
照
）

代
金
の
設
定
に
当
た
っ
て

は
、「
下
請
契
約
及
び
下
請

代
金
支
払
の
適
正
化
並
び
に

施
工
管
理
の
徹
底
等
に
つ
い

て
」（
平
成
二
十
六
年
八
月

一
日
付
け
国
土
建
推
第
十
三

号
）
に
よ
り
、
書
面
に
よ
る

見
積
依
頼
及
び
建
設
業
法
施

行
令
第
六
条
で
定
め
る
見
積

期
間
の
設
定
、
明
確
な
経
費

内
訳
に
よ
る
見
積
書
の
提

出
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
双

方
の
協
議
等
の
適
正
な
手
順

に
よ
る
と
と
も
に
、
適
切
な

水
準
の
貸
金
等
に
加
え
て
一

般
管
理
費
等
の
必
要
な
諸
経

費
を
適
正
に
考
慮
す
る
よ

う
、
貴
会
傘
下
建
設
企
業
に

対
し
指
導
の
徹
底
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

は
、
公
共
工
事
の
工
事
費
の

積
算
に
用
い
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
下
請
契
約
に
お
け

る
労
務
単
価
や
雇
用
契
約
に

お
け
る
労
働
者
へ
の
支
払
い

貸
金
を
拘
束
す
る
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
、
所
定
労
働
時

間
内
八
時
間
当
た
り
の
労
務

単
価
と
し
て
設
定
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
所
定
時
間
外
の

労
働
に
対
す
る
割
増
貸
金
や

現
場
管
理
費
（
法
定
福
利
費

の
事
業
主
負
担
額
等
）、
一

般
管
理
費
等
の
諸
経
費
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　

貴
会
傘
下
建
設
企
業
に
お

い
て
、
下
請
代
金
の
決
定
に

当
た
っ
て
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
を
参
考
資
料
と
し
て

取
り
扱
う
場
合
に
は
、
例
え

ば
、
交
通
誘
導
業
務
の
契
約

全
国
労
働
衛
生
週
間
に
関
す
る

協
力
依
頼
に
つ
い
て

26年度
　

厚
生
労
働
省
は
、
七
月
三

十
一
日
付
で
、
厚
生
労
働
事

務
次
官
名
を
も
っ
て
本
会
に

標
記
を
通
知
さ
れ
た
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。http://w
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平
成
二
十
六
年
度
（
第
六
十

五
回
）
全
国
労
働
衛
生
週
間

に
関
す
る
協
力
依
頼
に
つ
い

て
（
概
要
）

１
．
趣
旨

　

厚
生
労
働
省
は
、
十
月
一

日
（
水
）
か
ら
七
日
（
火
）

ま
で
、「
み
ん
な
で
進
め
る

職
場
の
改
善　

心
と
か
ら
だ

の
健
康
管
理
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、平
成
二
十
六
年
度「
全

国
労
働
衛
生
週
間
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、

労
働
者
の
健
康
管
理
や
職
場

環
境
の
改
善
な
ど
、
労
働
衛

生
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
職
場
で

の
自
主
的
な
活
動
を
促
し
て

労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
昭
和
二

十
五
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
六
十

五
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
十
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
を
本
週
間
、
九
月
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
を
準
備
期

予
備
自
衛
官
等
退
職
自
衛
官

の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
及
び
防
衛
省

は
、
七
月
二
十
八
日
付
を
も

っ
て
土
地
・
建
設
産
業
局
長

及
び
人
事
教
育
局
長
名
で
本

会
宛
に
標
記
を
次
の
と
お
り

通
知
さ
れ
た
。

予
備
自
衛
官
等
退
職
自
衛
官

の
雇
用
促
進
に
つ
い
て
（
概

要
）

　

建
設
業
は
、
近
年
の
建
設

投
資
の
急
激
な
減
少
を
背
景

と
し
て
受
注
兢
争
が
激
化
す

る
中
で
、
技
能
労
働
者
の
取

り
巻
く
環
境
が
悪
化
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
化
、
若
年
入

職
者
の
減
少
等
の
構
造
的
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
衛
隊
に
お
い

て
は
、
精
強
性
を
保
つ
た
め

若
年
定
年
制
（
五
十
歳
代
半

ば
で
退
職
）及
び
任
期
制（
二

十
歳
代
で
退
職
）
を
採
っ
て

お
り
、
自
衛
官
は
一
般
の
公

務
員
よ
り
若
年
で
自
衛
隊
を

定
年
又
は
任
期
満
了
退
職

し
、
そ
の
多
く
は
、
退
職
後

の
生
活
基
盤
の
確
保
な
ど
の

た
め
、
再
就
職
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

　

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
傘
下
団
体
及
び
会
員
企

業
等
の
皆
様
に
、
予
備
自
衛

官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
の

制
度
に
つ
い
て
周
知
し
て
頂

く
と
と
も
に
、
傘
下
会
員
企

業
等
に
予
備
自
衛
官
や
即
応

予
備
自
衛
官
を
始
め
と
す
る

退
職
自
衛
官
の
雇
用
を
積
極

的
に
ご
検
討
頂
く
た
め
、
自

衛
隊
地
方
協
力
本
部
や
（
一

財
）
自
衛
隊
援
護
協
会
な
ど

が
開
催
す
る
合
同
企
業
説
明

会
へ
の
参
加
を
働
き
か
け
て

頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

間
と
し
、
各
職
場
で
職
場
巡

視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
示
、
労

働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・

見
学
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し

ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
近
年
、
過
重

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な
ど
の

健
康
問
題
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
労
働

者
の
健
康
確
保
の
観
点
か
ら

健
康
診
断
の
実
施
の
徹
底
、

健
診
結
果
に
基
づ
く
事
後
措

置
な
ど
の
適
切
な
実
施
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
労
働
者
自
身
や
管
理
監

督
者
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

が
一
丸
と
な
っ
て
健
康
管
理

を
進
め
、
労
働
者
の
健
康
が

確
保
さ
れ
た
職
場
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
表
し
て
お

り
、
今
年
五
月
に
行
っ
た
一

般
公
募
で
応
募
の
あ
っ
た
五

百
十
三
作
品
の
中
か
ら
選

考
、
決
定
し
ま
し
た
。

２
．
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
み
ん
な
で
進
め
る
職
場

の
改
善　

心
と
か
ら
だ
の
健

康
管
理
」

３
．
期
間

　

十
月
一
日
か
ら
十
月
七
日

ま
で
と
す
る
。
な
お
、
全
国

労
働
衛
生
週
間
の
実
効
を
上

げ
る
た
め
、
九
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
を
準
備
期

間
と
す
る
。

４
．
主
唱
者

　

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会

５
．
協
賛
者

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会
、
港
湾
貨

物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止

協
会
、
林
業
・
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会

６
．
協
力
者

　

関
係
行
政
機
関
、
地
方
公

共
団
体
、
安
全
衛
生
関
係
団

体
、
労
働
団
体
及
び
事
業
者

団
体

７
．
実
施
者　

各
事
業
場

８
．
主
唱
者
、
協
賛
者
の
実

施
事
項

（
一
）
労
働
衛
生
広
報
資
料

等
の
作
成
、
配
布
を
行
う
。 

（
二
）
雑
誌
等
を
通
じ
て
広

報
を
行
う
。

（
三
）
労
働
衛
生
講
習
会
等

を
開
催
す
る
。

（
四
）
事
業
場
の
実
施
事
項

に
つ
い
て
指
導
援
助
す
る
。

（
五
）
改
正
労
働
安
全
衛
生

法
を
周
知
す
る
。

（
六
）
そ
の
他
「
全
国
労
働

衛
生
週
間
」
に
ふ
さ
わ
し
い

行
事
等
を
行
う
。 

９
．
協
力
者
へ
の
依
頼

　

主
唱
者
は
、
上
記
８
の
事

項
を
実
施
す
る
た
め
、
協
力

者
に
対
し
、
支
援
、
協
力
を

依
頼
す
る
こ
と
。

10
．
実
施
者
の
実
施
事
項

　

労
働
衛
生
水
準
の
よ
り
一

層
の
向
上
及
び
労
働
衛
生
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管

理
活
動
の
定
着
を
目
指
し

て
、各
事
業
場
に
お
い
て
は
、

事
業
者
及
び
労
働
者
が
連

携
・
協
力
し
つ
つ
、
次
の
事

項
を
実
施
す
る
。 

な
お
、

震
災
の
影
響
で
事
業
活
動
を

縮
小
し
て
い
る
事
業
場
等
に

お
い
て
は
、
実
施
事
項
を
絞

る
、
震
災
に
よ
り
特
に
影
響

を
受
け
た
事
項
に
重
点
を
置

い
て
点
検
を
す
る
な
ど
自
社

の
状
況
に
応
じ
た
取
組
み
と

す
る
こ
と
。（
以
下
略
）

・公共工事設計労務単価は、国、自治体等が公共工事の予定価格を積算する際に用いる単価

建設労働者等の雇用に伴う必要経費を含む金額の参考公表（試行）

現状 事設 労務単価 、国、 治体等 事 予定価格を積算す 際 用 単価
・建設労働者等の賃金相当額であって、労働者の雇用に伴う賃金以外の必要経費分※は含まれていない

（必要経費分は、別途、共通仮設費、現場管理費の項目で積算される）

※労働者の雇用に伴う必要経費 ： 法定福利費、労務管理費、安全管理費など

積算体系

工事価格

工事原価

共通仮設費

直接工事費 【歩掛×単価】
労務単価
資材単価
機械経費

歩掛（数量） ×

請負工事費
消費税相当額

工事価格

一般管理費等
間接工事費

共通仮設費

現場管理費

建設労働者等が受け取る賃金をもとに設定している公共工事 公共工事設計労務単価と 労働者の雇用

労働者の雇用に伴う
必要経費が含まれる

課題 対策

（予定価格）

建設労働者等が受け取る賃金をもとに設定している公共工事
設計労務単価が、労働者の雇用に伴い必要な賃金以外の経
費を含んだ金額と誤解され、必要経費分の値引きを強いられ
る結果、技能労働者に支払われる賃金が低く抑えられている
との指摘がある

公共工事設計労務単価と、労働者の雇用
に伴う必要経費を含む金額とを並列表示し、
公共工事設計労務単価には必要経費が含
まれていないことを明確化する。

課題 対策

との指摘がある。

労働者の雇用に伴い必要な経費の内訳

並列表示イメージ

労務費（賃金） 100%

（労働者が負担する保険料を含んでいる）＋

交通誘導
警備員Ａ

都道府県名 普通作業員
交通誘導
警備員A

その他人件費 福利厚生費等

現場作業における経費41%

23%

18%

法定福利費、労務管理費 等

（労働者が負担する保険料を含んでいる）

（必要経費）

＋ 16,900 11,900

(23,800) (16,700)

16,600 11,500

(23,300) (16,200)

△△県

□□県

上段 ：公共工事設計労務単価
（下段） ：公共工事設計労務単価＋必要経費

（注１）数値は、全国調査を基に試算した平均値
（注２）上記のうち、労務費（賃金）及び法定福利費は、実際の施工に当たる技能労働

者を雇用する建設企業が負担する費用である

8%
安全管理費、宿舎費、送迎費 等 17 000 11 000

下
請
代
金
の
決
定
に
当
た
っ
て

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
参
考

資
料
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
の
留

意
事
項
に
つ
い
て

国交省

３ ２０１４年（平成26年）９月１日（月曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６７６号（　）
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平成26年度試験フロー図

︱
地
元
組
合
の
活
性
化
、
指
定
工
事
店
制
度
の

　
更
新
制
度
創
設
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
︱

意見交換会の様子

　

自
由
民
主
党
水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟
（
会
長
・
川
崎

二
郎
衆
議
院
議
員
）
と
本
会

の
意
見
交
換
会
が
八
月
二
十

八
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。当
日
は
、

水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
の

盛
山
正
仁
幹

事
長
、
務
台

俊
介
事
務
局

長
に
出
席
頂

い
た
。

　

意
見
交
換

会
の
様
子
は

全
管
連
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
紹

介
い
た
し
ま

す
。

　

意
見
交
換

会
は
、
①
地
域
事
情
に
精
通

し
た
地
元
組
合
、
地
元
企
業

の
活
用
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
実
現
②
指
定
工

事
店
制
度
の
更
新
制
度
創
設

の
動
向
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
。

　

地
元
組
合
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
今
年
六
月
に
「
公
共

工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

災
害
対
応
を
含
む
地
域
維
持

の
担
い
手
に
配
慮
し
、
そ
の

自
民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
と

意
見
交
換
会
を
開
催

衆
議
院
議
員

務
台
俊
介
先
生

衆
議
院
議
員

盛
山
正
仁
先
生

　
「
登
録
配
管
基
幹
技
能
者

講
習
」
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
登
録
を
受
け
、（
一
社
）

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
・
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
・（
一
社
）
日
本

配
管
工
事
業
団
体
連
合
会
の

三
団
体
が
実
施
機
関
（
登
録

番
号
第
十
五
番
）
と
し
て
行

う
国
土
交
通
大
臣
登
録
講
習

で
す
。

　

こ
の
講
習
を
受
け
講
習
考

査
試
験
に
合
格
し
た
修
了
者

に
は
「
登
録
配
管
基
幹
技
能

者
」
と
し
て
「
登
録
配
管
基

幹
技
能
者
講
習
修
了
証
」
が

交
付
さ
れ
、
経
営
事
項
審
査

に
お
い
て
加
点
評
価
の
対
象

と
な
る
有
資
格
者
と
な
り
ま

す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
登
録

配
管
基
幹
技
能
者
講
習
は
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
前
期
登
録
講
習

１
、
開
催
日
と
講
習
会
場

（
１
）
平
成
二
十
六
年
十
月

二
十
三
日
（
木
）
～
十
月
二

十
五
日
（
土
）（
定
員
百
名
）

　

エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大
阪

府
大
阪
市
中
央
区
北
浜
東
三

―
一
四
）

（
２
）
平
成
二
十
六
年
十
月

三
十
日
（
木
）
～
十
一
月
一

日
（
土
）（
定
員
八
十
名
）

　
（
一
社
）
沖
縄
県
電
気
管

工
事
業
協
会
（
沖
縄
県
那
覇

市
西
三
―
四
―
五
）

○
後
期
登
録
講
習

１
、
開
催
日
と
講
習
会
場

（
１
）
平
成
二
十
七
年
二
月

五
日（
木
）～
二
月
七
日（
土
）

（
定
員
百
五
十
名
）

　
（
一
社
）
全
国
建
設
研
修

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
小
平
市

喜
平
町
二
―
一
―
二
）

（
２
）
平
成
二
十
七
年
三
月

五
日（
木
）～
三
月
七
日（
土
）

（
定
員
百
名
）

　

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
（
札
幌
市
白
石
区
東
札
幌

五
条
一
―
一
―
一
）

２
、
受
講
資
格

　

受
講
資
格
は
、
左
記
に
示

す
二
つ
の
条
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

（
１
）
建
設
業
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
号
）
で
定

め
る
管
工
事
に
お
け
る
配
管

施
工
の
実
務
の
経
験
が
十
年

以
上
で
、
そ
の
う
ち
職
長
と

し
て
の
実
務
が
三
年
以
上
あ

る
こ
と
。

（
２
）
職
業
能
力
開
発
促
進

法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

六
十
四
号
）
に
基
づ
く
一
級

配
管
技
能
士
（
建
築
配
管
作

業
）の
資
格
を
有
す
る
こ
と
。

３
、
受
講
申
込

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

（
又
は
事
業
主
）
は
、
所
定

の
「
受
講
申
込
書
送
付
依
頼

状
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
登
録
配
管
基
幹
技
能
者

講
習
委
員
会
事
務
局
ま
で
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
事
務
局
よ
り
「
受
講
申

込
書
」
関
係
資
料
一
式
（
無

料
）
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

受
講
申
込
書
配
布
期
間　

前
期
・
平
成
二
十
六
年
八
月

十
一
日
～
九
月
十
日
。後
期
・

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
～

十
一
月
十
日
。

４
、
受
講
申
込
受
付
期
間

　

各
会
場
と
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。
受
講

申
込
者
に
つ
い
て
、
受
講
資

格
審
査
を
行
い
、
受
講
資
格

の
認
め
ら
れ
た
方
に
は
受
講

票
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間　

前
期
・

平
成
二
十
六
年
八
月
十
五
日

～
九
月
十
六
日
。
後
期
・
平

成
二
十
六
年
十
月
十
五
日
～

十
一
月
十
七
日
。

５
、
受
講
料

　

四
万
二
千
円（
受
講
費
用
、

教
材
費
等
の
関
係
費
を
含

む
。）
宿
泊
・
交
通
費
は
含

ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

６
、
合
格
発
表

登
録
配
管
基
幹
技
能
者

　『
講
習
』
の
ご
案
内

　
札
幌
、
東
京
、
大
阪
、
沖
縄

　
に
お
い
て
開
催

26 年度　
申
込
受
付
　
前
期
　
８
月
15
日
～
9
月
16
日

　
　
　
　
　
　
後
期
　
10
月
15
日
～
11
月
17
日

　

規
定
の
講
義
を
全
て
受
講

し
、
最
終
日
の
講
習
考
査
試

験
に
合
格
し
た
者
に
「
登
録

配
管
基
幹
技
能
者
講
習
修
了

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

７
、
助
成
金

　

本
登
録
講
習
受
講
へ
の
助

成
措
置
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
促

進
助
成
金
ま
た
は
建
設
労
働

者
確
保
育
成
助
成
金
（
が
活

用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

８
、
問
合
せ
先

　

登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講

習
委
員
会
事
務
局　

〒
一
〇

四
―
〇
〇
四
一　

東
京
都
中

央
区
新
富
二
―
七
―
七　

（
一
社
）
日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
内
、
電
話
〇
三
―

三
五
五
三
―
六
四
三
一
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
五
五
三
―
六

七
八
六

平
成
二
十
六
年
度
第
一
回

水
道
分
野
に
お
け
る
官
民
連

携
推
進
協
議
会
を
開
催

　

八
月
二
十
日
、
経
済
産
業

省
本
館
講
堂
に
お
い
て
、
厚

生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
主

催
に
よ
る
標
記
協
議
会
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
の
資
料
は

厚
労
省
水
道
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で

す
。http://w

w
w
.m
hlw
.

g
o
.
j
p
/
s
t
f
/

協
議
会

s
e
is
a
k
u
n
its
u
ite
/

bunya/kenkou_iryou/

kenkou/suido/

　

当
日
は
、
厚
労
省
健
康
局

水
道
課
の
髙
澤
水
道
計
画
指

導
室
長
の
挨
拶
の
の
ち
、
髙

澤
室
長
に
よ
る
「
水
道
事
業

に
お
け
る
官
民
連
携
に
つ
い

て
」
と
、
経
済
産
業
省
経
済

産
業
政
策
局
地
域
経
済
産
業

グ
ル
ー
プ
産
業
施
設
課
の
板

倉
工
業
用
水
道
計
画
官
に
よ

る
「
工
業
用
水
道
事
業
に
お

け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ

い
て
」の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
（
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
株
）・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
（
株
））
に
よ
る
提
案
が

行
わ
れ
、
引
続
き
、
グ
ル
ー

プ
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

参
加
者
全
員
に
よ
る
フ
リ
ー

マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

入
札
契
約
制
度
で
複
数
年
契

約
や
一
括
発
注
、
共
同
受
注

と
い
う
方
式
の
今
後
の
期
待

感
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

た
。

　

ま
た
、
指
定
工
事
店
制
度

の
更
新
制
度
は
、
水
道
法
の

改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
と
し
て
水
道
指
定

工
事
店
の
立
場
か
ら
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
れ
ば
、
水

道
利
用
者
か
ら
の
信
頼
を
勝

ち
取
れ
る
か
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。
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実
務
経
験
２
年
程
度
の
方
々

対
象
に
「
水
道
施
設
工
事
の

積
算
指
針
」
説
明
会
を
開
催

　
　
　

―　

香
川
県
連　

―

　

香
川
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
（
会
長
・
中
川
悟

氏
）
は
八
月
二
十
三
日
、
高

松
市
に
お
い
て
実
務
経
験
二

年
程
度
の
方
々
を
対
象
に

「
水
道
施
設
工
事
の
積
算
指

針
」
の
説
明
会
を
開
催
し
、

百
名
を
超
え
る
出
席
者
が
あ

っ
た
。

　
「
水
道
施
設
工
事
の
積
算

指
針
」
は
全
管
連
が
昨
年
三

説
明
会

月
に
作
成
し
た
も
の
で
、「
水

道
施
設
整
備
費
国
庫
補
助
事

業
に
係
る
歩
掛
表
（
厚
生
労

働
省
）」
の
標
準
歩
掛
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
水
道
事
業

実
務
必
携
（
全
国
簡
易
水

道
協
議
会
）」
に
準
拠
し
て
、

請
負
工
事
費
の
構
成
と
開
削

工
法
の
積
算
に
つ
い
て
分
か

り
易
く
代
価
表
を
掲
載
、
解

説
し
た
資
料
（
平
成
二
十
四

年
度
版
・
東
京
で
例
示
）
で

あ
る
。

　

な
お
、
香
川
会
場
で
使
用

し
た
資
料
（
積
算
指
針
（
抜

粋
）、
補
足
資
料
、
追
加
資

料
）、
説
明
音
声
及
び
同
積

算
指
針
の
改
訂
版
は
、
九
月

中
旬
ま
で
に
全
管
連
会
員
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

す
る
。
ま
た
、
経
費
算
出
シ

ー
ト
（
エ
ク
セ
ル
形
式
フ
ァ

イ
ル
）
は
会
員
組
合
を
通
じ

て
配
布
す
る
。

　

当
日
は
、
資
料
作
成
に
協

力
い
た
だ
い
た
、（
一
社
）

公
共
建
築
協
会 

建
築
生
産

第
三
部
専
門
委
員
の
鈴
木
宏

尚
氏
か
ら
、
次
の
三
点
に
つ

い
て
指
針
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。（
開

削
工
法
の
積
算
に
つ
い
て

は
、
地
元
で
使
用
さ
れ
て
い

る
管
材
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

ま
す
。
地
元
で
説
明
会
を
希

望
さ
れ
る
団
体
は
、
全
管
連

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

１
、請
負
工
事
積
算
基
準「
経

費
算
出
法
」

（
１
）共
通
仮
設
費（
率
計
算
）

（
２
）
現
場
管
理
費
（
同
）

（
３
）
一
般
管
理
費
（
同
）

（
４
）
計
算
例
解
説

２
、
開
削
工
法
の
積
算

（
１
）
鋳
鉄
管
布
設
工　

①

代
価
表
・
吊
り
込
み
据
付

（
機
械
力
）
一
五
〇
㎜
以
下

②
ク
レ
ー
ン
運
転
時
間
③
吊

込
み
据
付
（
機
械
力
）
管
径

五
〇
〇
㎜
③
Ｇ
Ｘ
形
継
手
接

合
（
呼
び
径
七
五
㎜
）

水
道
工
事
事
故
防
止
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
説

明
会
を
開
催

　
　
　

―　

愛
媛
県
連　

―

　

愛
媛
県
管
工
事
協
同
組
合

連
合
会
（
会
長
・
櫻
井
健
吾

氏
）
は
八
月
七
日
、
松
山
市

に
お
い
て
標
記
説
明
会
を
開

催
し
た
。

　

当
日
は
、
資
料
の
監
修
に

協
力
さ
れ
た
（
独
法
）
労
働

安
全
衛
生
総
業
研
究
所　

首

席
研
究
員
の
高
木
元
也
氏
か

ら
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

趣
旨
・
概
要
の
説
明
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
が
行
わ
れ
た
。

　

東
京
都
水
道
局
で
は
労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の
協

力
の
下
、
水
道
工
事
現
場
で

繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
工

事
事
故
（
頻
発
事
故
）
と
そ

の
再
発
防
止
策
と
し
て
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
て
い
る
。

　

全
管
連
で
は
、
東
京
都

水
道
局
の
許
可
を
得
て

六
百
二
十
組
合
に
配
布
し

た
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
に

携
わ
っ
た
同
研
究
所
担
当
研

究
員
に
よ
る
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
経

験
の
少
な
い
技
術
者
・
技
能

者
等
を
対
象
に
頻
発
事
故
事

例
、
事
故
原
因
、
再
発
防
止

策
を
説
明
し
、
事
故
防
止
へ

の
取
組
を
一
層
推
進
し
て
い

る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
受
注
者
の
安

全
教
育
支
援
を
目
的
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
、
写
真
等
を
用
い
て
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

る
。

（
地
元
で
説
明
会
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
、
全
管
連
事
務

局
（
電
話
〇
三
―
三
九
四
九

―
七
三
一
二
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

給
水
タ
ン
ク
制
振
装
置
（
イ

ン
フ
ィ
ニ
ダ
ン
パ
ー
）
の
第

一
号
機
を
設
置

　

横
須
賀
管
工
事
協
同
組
合

　

八
月
二
十
六
日
、
神
奈
川

県
横
須
賀
市
の
横
須
賀
市
立

市
民
病
院
に
お
い
て
、
給
水

タ
ン
ク
制
振
装
置
（
イ
ン
フ

ィ
ニ
ダ
ン
パ
ー
）
の
設
置
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
全

給
水
タ
ン
ク
制
振
装
置

管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
紹
介
し

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ィ
ニ
ダ
ン
パ
ー

は
、
給
水
タ
ン
ク
内
部
に
簡

単
に
設
置
し
、
そ
の
耐
震
性

能
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る

装
置
で
す
。
大
地
震
時
に
発

生
す
る
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
現
象

な
ど
の
液
面
揺
動
を
抑
制

し
、
地
震
で
大
き
く
動
こ
う

と
す
る
流
体
が
、
ダ
ン
パ
ー

の
ス
リ
ッ
ト
を
通
過
す
る
こ

と
で
、
液
面
揺
動
が
大
き
く

減
衰
さ
れ
、
タ
ン
ク
の
損
壊

を
防
止
で
き
ま
す
。

　

研
究
開
発
は
中
央
大
学
教

授
の
平
野
廣
和
研
究
グ
ル
ー

プ
が
行
い
、
開
発
協
力
を
横

須
賀
管
工
事
協
同
組
合
（
石

井
栄
一
理
事
長
）
が
行
い
ま

し
た
。

説
明
会

髙
木
主
席
研
究
員

（
２
）
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

布
設 

①
据
付
工
（
呼
び
径

二
〇
㎜
）
②
Ｔ
Ｓ
継
手
工

（
呼
び
径
四
〇
㎜
、
接
着
接

合
）
③
Ｒ
Ｒ
継
手
工
（
呼
び

径
一
〇
〇
㎜
、ゴ
ム
輪
接
合
）

３
、
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
積
算
例 

平成26年度全国大会　全管連スローガン決議
一、労働環境の更なる改善で若年者を確保し、
　　優れた技術を継承しよう
一、防災協定で迅速な災害復旧を実現し、地域社会を守ろう
一、基幹管路の耐震化で安全・安心を提供しよう

「
学
科
試
験
」
合
格
率
５
８
・
５
％

　

合
格
者
数
１
９
，
３
８
９
人

１
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

　

八
月
二
十
日
、（
一
財
）

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
と

国
土
交
通
省
は
、
七
月
六
日

に
実
施
し
た
平
成
二
十
六
年

度
一
級
土
木
施
工
管
理
技
術

検
定
試
験
「
学
科
試
験
」
の

合
格
者
を
発
表
し
、
八
月
二

十
日
付
け
で
受
験
者
全
員
に

合
否
の
通
知
書
を
送
付
し

た
。
合
格
者
は
同
研
修
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
下
さ
い
。http://

w
w

w
.jctc.jp/

　

今
回
の
受
験
出
席
者
数
三

万
三
千
百
三
十
名
、
合
格
者

数
一
万
九
千
三
百
八
十
九

名
と
な
り
合
格
率
は
五
八
・

五
％
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ

て
一
・
五
％
減
少
し
た
。

　

学
科
試
験
の
合
格
基
準

は
、
六
十
五
問
の
内
三
十
七

問
以
上
正
解
を
合
格
と
し
て

い
る
。
な
お
、
六
十
五
問
は

全
九
十
六
問
の
内
、
必
須
及

び
選
択
問
題
を
合
わ
せ
た
総

回
答
数
。

　

な
お
、「
学
科
試
験
」
の

合
格
者
は
、十
月
五
日
（
日
）

に
実
施
さ
れ
る「
実
地
試
験
」

の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
こ

の
試
験
に
合
格
し
所
定
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
、
技
術

検
定
合
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
「
一
級
土
木
施
工
管
理
技

士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
合
格
者
の
属
性
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

１
、
試
験
地
別

　

東
京
二
七
・
四
％
、
大
阪

一
四
・
四
％
、
福
岡
一
四
・

三
％
、
名
古
屋
一
一
・
五
％

等
。

２
、
勤
務
先
別

　

知
事
許
可
土
木
四
五･

三
％
、
大
臣
許
可
土
木
二
六

･

一
％
、
大
臣
許
可
そ
の
他

四･

九
％
等
。

３
、
年
齢
別

　

三
十
五
歳
～
三
十
九
歳
二

四･

七
％
、
三
十
歳
～
三

十
四
歳
二
二･

〇
％
等
。

26年度



全
国
浄
化
槽
大
会
を
開
催
へ

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

　

十
月
一
日
の
浄
化
槽
の
日

は
、
浄
化
槽
に
関
す
る
諸
制

度
を
整
備
し
た「
浄
化
槽
法
」

が
、
昭
和
六
十
年
十
月
一
日

に
施
行
さ
れ
た
の
を
記
念
し

て
、
昭
和
六
十
二
年
に
当
時

の
厚
生
省
、
環
境
庁
、
建
設

省
の
三
省
庁
の
主
唱
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
。

　
「
浄
化
槽
の
日
」
を
中
心

に
、
浄
化
槽
法
の
周
知
徹
底

と
、
よ
り
良
い
浄
化
槽
、
特

に
水
質
汚
濁
の
原
因
で
あ
る

生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
浄
化
槽
大
会
等
の

中
央
行
事
の
ほ
か
、
全
国
各

地
で
浄
化
槽
関
連
行
事
が
行

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
「
浄
化
槽

の
日
」
に
開
催
さ
れ
る
第
二

十
八
回
全
国
浄
化
槽
大
会
で

表
彰
さ
れ
る
標
語
の
入
賞
作

品
が
発
表
さ
れ
た
。
最
優
秀

賞
、
優
勝
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

最
優
秀
賞
入
賞
者
は
浄
化

槽
大
会
で
表
彰
さ
れ
、
最
優

秀
賞
に
は
五
万
円
、
優
秀
賞

に
は
各
一
万
円
の
賞
金
（
学

生
に
は
図
書
券
）
が
贈
ら
れ

る
。
標
語
は
今
後
、
浄
化
槽

普
及
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
全
国
的
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
に
活
用
さ
れ
る
。

○
最
優
秀
賞

・
浄
化
槽
で　

生
ま
れ
変
わ

る
水　

生
ま
れ
変
わ
る
町

○
優
秀
賞

・
浄
化
槽　

正
し
く
使
っ
て

　

き
れ
い
な
未
来

・
浄
化
槽　

人　

街　

地
球

の
サ
ポ
ー
タ
ー

・
浄
化
槽　

き
れ
い
な
水
を

26年度
後　期

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

　

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

は
平
成
二
十
六
年
度
後
期
技

能
検
定
試
験
の
建
築
配
管
職

種
は
別
表
の
日
程
の
と
お
り

公
表
し
た
。

　

技
能
検
定
の
合
格
者
に

―
建
築
配
管
　
受
付
10
月
６
日
～
10
月
17
日
―

は
、
厚
生
労
働
大
臣
名
（
特

級
、
一
級
、
単
一
等
級
）
ま

た
は
都
道
府
県
知
事
名
（
二

級
、
三
級
）
の
合
格
証
書
が

交
付
さ
れ
、
技
能
士
と
称
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
国

家
資
格
を
受
検
す
る
際
に
特

典
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。

１
、
試
験
内
容

　

検
定
職
種
ご
と
に
実
技
試

験
及
び
学
科
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

実
技
試
験
は
原
則
と
し

て
、
試
験
日
に
先
立
っ
て
そ

の
課
題
が
公
表
さ
れ
る
。
試

験
時
間
は
概
ね
四
～
五
時
間

で
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、
標

準
時
間
と
打
ち
切
り
時
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、職
種
に
よ
っ
て
は
、

実
際
的
な
判
断
等
を
試
験
す

る
要
素
試
験
や
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
の
手
法
に
よ
り
実
技
試

験
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
場

合
試
験
問
題
は
事
前
公
表
さ

れ
な
い
。

　

学
科
試
験
は
職
種
（
作

業
）、
等
級
ご
と
に
全
国
統

一
し
て
同
一
の
日
に
行
わ
れ

る
。
合
格
基
準
は
、
百
点
を

満
点
と
し
て
、
原
則
と
し
て

実
技
試
験
は
六
十
点
以
上
、

学
科
試
験
は
六
十
五
点
以
上

と
な
っ
て
い
る
。

２
、
受
検
資
格

　

原
則
と
し
て
検
定
職
種
に

関
す
る
実
務
経
験
が
必
要
で

あ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
実
務

経
験
の
年
数
は
以
下
の
と
お

り
だ
が
、
職
業
訓
練
歴
、
学

歴
等
に
よ
り
短
縮
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
特
級
・
一
級
合

格
後
五
年
以
上
、
一
級
・
七

年
以
上
、
二
級
・
二
年
以
上
、

三
級
・
〇
、
単
一
等
級
・
三

年
以
上
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
（
指

導
員
免
許
取
得
、
職
業
訓
練

に
お
け
る
技
能
照
査
合
格

等
）
に
よ
り
試
験
の
一
部
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

３
、
受
検
申
込
み

　

受
検
申
請
受
付
期
間
内

に
、受
検
手
数
料
を
添
え
て
、

受
検
申
請
書
を
各
都
道
府
県

職
業
能
力
開
発
協
会
に
提
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
検
手

数
料
は
、
検
定
職
種
ご
と
に

各
都
道
府
県
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
（
東
京
都
新
宿

区
西
新
宿
七
―
五
―
二
五　

西
新
宿
木
村
屋
ビ
ル
十
一

階
、
電
話
〇
三
―
六
七
五
八

―
二
八
五
九
）
ま
で
。

　

未
来
ま
で

・
町
い
っ
ぱ
い
の
澄
ん
だ

水
、
美
の
国
作
る
浄
化
槽

・
浄
化
槽　

水
質
守
る　

名

キ
ー
パ
ー

□
第
二
十
八
回
全
国
浄
化
槽

大
会

１
、
後
援　

環
境
省
、
国
土

交
通
省
（
予
定
）

２
、日
時　

十
月
一
日
（
水
）

午
後
二
時
～
六
時
三
十
分
。

３
、
会
場　

東
京
會
舘
（
東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
―

二
―
一
）。

４
、
大
会
次
第

①
全
国
大
会
記
念
式
典
（
浄

化
槽
関
係
功
労
者
表
彰
、
浄

化
槽
適
正
整
備
推
進
決
議
、

関
係
省
大
臣
挨
拶
、
大
会
標

語
入
選
者
表
彰
等
）

②
記
念
講
演　

宮
城
大
学
教

授　

岩
堀
恵
祐
氏

③
懇
親
会
。 

建
設
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー

ト
制
度
の
助
成
金
申
請
を
受

付
中     

９
月
30
日
ま
で

 　
（
一
社
）
建
設
産
業
専
門

団
体
連
合
会
（
建
専
連
）
で

は
、
会
員
企
業
に
入
職
し
た

方
を
対
象
に
技
能
資
格
の
取

得
費
用
の
一
部
を
、（
一
社
）

日
本
建
設
業
連
合
会
（
日
建

連
）
の
協
力
を
得
て
昨
年
度

に
続
き
実
施
す
る
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w

.

kensenren.or.jp/

　

こ
の
制
度
は
、
高
校
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

専
門
学
校
・
大
学
、
短
大
の

在
学
中
に
技
能
・
技
術
資
格

を
取
得
し
、
か
つ
、
建
専
連

の
会
員
企
業
（
全
管
連
会
員

所 

企
業
も
該
当
）、ま
た
は
、

日
建
連
会
員
の
協
力
会
加
盟

企
業
に
平
成
二
十
一
年
四
月

以
降
に
入
職
し
た
者
を
対
象

と
し
、
学
生
時
代
の
建
設
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
も
の
で
、 

次
の
要
領
で

助
成
申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。

１
、
対
象
者

　

高
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
専
門
学
校
、
大

学
、
短
大
の
在
学
中
に
建
設

関
連
資
格
を
取
得
し
、か
つ
、

平
成
二
十
一
年
四
月
以
降
に

（
一
社
）
建
設
業
専
門
団
体

連
合
会
の
会
員
企
業
（
全
管

連
の
所
属
員
企
業
も
該
当
）

に
入
職
し
た
者

２
、
助
成
と
な
る
対
象
資
格

（
注
１
）
平
成
二
十
一
年
～

二
十
五
年
度
に
既
に
助
成
金

を
受
け
た
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

（
注
２
）
手
続
き
は
、
原
則

と
し
て
地
区
建
専
連
経
由
で

建
専
連
本
部
あ
て
に
申
請
書

を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

（
注
３
）
助
成
金
の
交
付
は
、

日
建
連
が
定
め
る
予
算
の
範

囲
内
で
実
施
さ
れ
る
た
め
、

支
払
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
技
能
士
関
係

　

配
管
技
能
士（
二
・
三
級
）、

鉄
筋
施
工
技
能
士
、
と
び
技

能
士
、
機
械
保
全
技
能
士
、

造
園
技
能
士
、
建
築
大
工
技

能
士
、
防
水
施
工
技
能
士
、

内
装
仕
上
げ
技
能
士
、
左
官

技
能
士
、
か
わ
ら
ぶ
き
技
能

士
等

②
技
能
講
習
・
特
別
教
育
等

関
係

　

ガ
ス
溶
接
、
玉
掛
け
、
小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
、

酸
素
欠
乏
危
険
作
業
主
任

者
、
特
定
化
学
物
質
等
作
業

主
任
者
、
ア
ー
ク
溶
接
、
小

型
車
輌
系
建
設
機
械
運
転
、

高
所
作
業
車
運
転
、
石
綿
取

扱
作
業
従
事
者
等
。

③
技
術
検
定

　

二
級
管
工
事
施
工
管
理
技

術
検
定
（
学
科
）、
二
級
土

木
施
工
管
理
技
術
検
定
（
学

科
）、
建
築
施
工
管
理
技
術

検
定
（
学
科
）、
電
気
工
事

施
工
管
理
技
術
検
定
（
学

科
）、
造
園
施
工
管
理
技
術

検
定
（
学
科
）

④
そ
の
他
資
格

　

消
防
設
備
士
（
甲
種
、
乙

種
）、電
気
工
事
士（
第
一
種
、

第
二
種
）、消
防
設
備
士
（
甲

種
、
乙
種
）
等
。

　

＊
技
能
士
に
つ
い
て
は
、

二
級
と
三
級
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
技
術
検
定
に

つ
て
い
は
、
二
級
（
学
科
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

３
、
助
成
の
範
囲

　

技
能
・
技
術
資
格
取
得
に

要
し
た
受
験
料
・
受
講
料
・

テ
キ
ス
ト
代
。

４
、
助
成
金
額

　

技
能
・
技
術
資
格
取
得
費

用
の
半
額
、
た
だ
し
、
一
人

が
複
数
の
資
格
を
取
得
し
て

い
た
場
合
に
は
、
総
額
一
万

円
を
限
度
。

５
、
助
成
金
の
申
請
・
締
切

　

対
象
資
格
に
該
当
し
、
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、（
一

社
）
建
設
産
業
専
門
団
体
連

合
会
会
員
企
業
の
入
職
者
へ

の
技
能
・
技
術
資
格
取
得
費

用
助
成
金
申
請
書
お
よ
び
証

明
書
」（
申
請
書
）に
よ
っ
て
、

地
区
建
専
連
経
由
で
建
専
連

本
部
あ
て
に
申
請
書
を
九
月

三
十
日
ま
で
に
提
出
し
て
下

さ
い
。　

　

た
だ
し
、
地
区
建
専
連
に

日
本
水
道
協
会
平
成
26
年
度

全
国
会
議

10
月
に
名
古
屋
で
開
催
へ

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
平
成
二
十
六
年
度
全
国

会
議
を
下
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

１
、
日
程

　

十
月
二
十
九
日
（
水
）
～

三
十
一
日
（
金
）

２
、
会
場

　

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や

（
名
古
屋
市
国
際
展
示
場
、

愛
知
県
名
古
屋
市
港
区
金
城

ふ
頭
二
―
二
、
電
話
〇
五
二

―
三
九
八
―
一
七
七
一
）

３
、
内
容

　

第
八
十
五
回
通
常
総
会

（
①
公
益
社
団
法
人
日
本
水

道
協
会
役
員
の
選
任
、
②
公

益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会

運
営
会
議
委
員
の
選
任
、
③

会
員
提
出
問
題
の
討
議
）

４
、
研
究
発
表
の
部
門

　

①
事
務
部
門
、
②
計
画
部

門
、
③
水
源
・
取
水
部
門
、

④
浄
水
部
門
、
⑤
導
・
送
・

配
水
部
門
、
⑥
給
水
装
置
部

門
、
⑦
機
械
・
電
気
・
計
装

部
門
、
⑧
水
質
部
門
、
⑨
リ

ス
ク
管
理
・
災
害
対
策
部
門
、

⑩
耐
震
化
部
門
（
耐
震
化
決

定
の
策
定
、施
設
の
耐
震
化
、

耐
震
化
推
進
の
た
め
の
取
組

事
例
等
）、
⑪
英
語
部
門

５
、
水
道
展

　
（
一
社
）
日
本
水
道
工
業

団
体
連
合
会
が
主
催
す
る
水

道
展
が
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な

ご
や
に
お
い
て
十
月
二
十
九

日
～
三
十
一
日
の
三
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。

６
、
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会
、

電
話
〇
三
―
三
二
六
四
―
二

二
八
一
、http://w

w
w

.

jw
w

a.or.jp/

　
第
28
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
（
千
葉
）

　「
建
築
配
管
」
職
種
競
技
を
開
催
へ

　

一
級
技
能
士
を
対
象
と
す

る
標
記
大
会
が
、
経
済
産
業

省
、
国
土
交
通
省
等
の
後
援

の
も
と
、
来
年
二
月
に
千
葉

県
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

主
催
の
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
及
び
厚
生
労
働
省

は
、
開
催
計
画
を
公
表
し
、

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日

︱
　
２
月
20
日
～
23
日
　
︱

参
加
す
る
本
会
所
属
員
企
業
へ
十
万
円
を
助
成

（
金
）
か
ら
二
十
三
日
（
月
）

ま
で
の
競
技
日
程
と
な
る
。

　

近
年
、
建
築
配
管
職
種
の

競
技
へ
の
参
加
者
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
継
続
的
な
競
技

会
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り

ま
す
。こ
の
た
め
本
会
で
は
、

配
管
技
能
の
向
上
・
継
承
、

後
継
技
能
者
の
確
保
・
育
成

等
に
つ
な
げ
る
た
め
、
参
加

者
を
広
く
募
り
、
同
職
種
に

参
加
す
る
本
会
所
属
員
企
業

の
選
手
一
人
に
十
万
円
を
助

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
第
二
十
八
回
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ

１
、
目
的

　

特
級
、
一
級
及
び
単
一
等

級
の
技
能
士
の
技
能
の
一
層

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
位
の
向
上
と
技
能
尊

重
気
運
の
醸
成
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

２
、
主
催　

厚
生
労
働
省
及

び
中
央
職
業
能
力
開
発
協

会
、（
一
社
）
全
国
技
能
士

会
連
合
会
。

３
、
建
築
配
管
職
種
の
競
技

会
場
・
幕
張
メ
ッ
セ
。

４
、
日
程

　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

日
（
金
）　

競
技
会
場
下
見
・

開
会
式

　

二
十
一
日
（
土
）
競
技
。

　

二
十
三
日
（
月
）
成
績
発

表
・
閉
会
式
（
入
賞
者
表
彰
、

幕
張
メ
ッ
セ
）。

５
、
参
加
者
数

　

選
手
・
約
五
百
人
、
大
会

役
員
な
ど
約
四
百
人
。（
前

回
大
会
実
績
）

労
働
災
害
の
な
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
た
緊
急
要
請
に
つ

い
て

 　

厚
生
労
働
省
は
、
八
月
五

日
付
を
も
っ
て
労
働
基
準
局

安
全
衛
生
部
長
名
で
本
会
宛

に
標
記
を
次
の
と
お
り
通
知

さ
れ
た
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。http://w

w
w

.m
hlw

.

g
o.jp

/stf/h
o
u
d
o
u
/

0000053429.htm
l

 

労
働
災
害
の
な
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
た
緊
急
要
請
に
つ

い
て

　

労
働
災
害
の
発
生
件
数

は
、
関
係
各
位
の
御
尽
力
に

よ
り
長
期
的
に
は
着
実
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
労
働
災
害

に
よ
る
休
業
四
日
以
上
の
死

傷
者
数
が
平
成
二
十
二
年
か

ら
三 

年
連
続
で
増
加
と
い

う
事
態
と
な
り
、
労
使
、
関

係
者
が
一
丸
と
な
り
対
策
を

講
じ
た
結
果
、
平
成
二
十
五

年
に
は
四
年
ぶ
り
に
前
年
を

下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二

十
六
年
は
再
び
増
加
傾
向
に

転
じ
、
死
亡
者
数
は
対
前
年

比
一
九
・
四
％
（
六
月
末
現

在
）
の
大
幅
な
増
加
、
休
業

四
日
以
上
の
死
傷
者
数
も
対

前
年
比
三
・
六
％
（
同
）
の

増
加
と
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
別
添
の
と
お

り
、
労
働
災
害
の
な
い
職
場

づ
く
り
に
向
け
た
緊
急
要
請

を
い
た
し
ま
す
。
貴
団
体
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
労
働
災

害
防
止
に
向
け
た
取
組
を
強

化
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会

員
事
業
場
へ
の
周
知
を
お
願

い
し
ま
す
。

６
、
出
場
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
。①
技
能
検
定
の
特
級
、

一
級
又
は
単
一
等
級
の
技
能

士
で
あ
る
こ
と
。
②
都
道
府

県
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長

又
は
都
道
府
県
技
能
士
会

（
連
合
会
）
会
長
か
ら
推
薦

さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。
③

過
去
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
の
同

一
職
種
に
お
い
て
、
第
一
位

の
者
で
な
い
こ
と
。詳
細
は
、

各
都
道
府
県
の
職
業
能
力
開

発
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

７
、
表
彰

　

①
主
催
者
賞
（
金
・
銀
・

銅
メ
ダ
ル
）。
②
内
閣
総
理

大
臣
賞
（
部
門
別
優
秀
者
）

③
厚
生
労
働
大
臣
賞
（
最
優

秀
者
及
び
最
優
秀
技
能
選
手

団
）。
④
厚
生
労
働
省
職
業

能
力
開
発
局
長
賞
（
優
秀
技

能
選
手
団
）。

前
回
の
大
会

加
盟
し
て
い
な
い
も
の
の
正

会
員
加
盟
企
業
で
あ
る
場
合

（
全
管
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

（
新
潟
、長
野
、富
山
、石
川
、

福
井
））
に
は
、
全
管
連
経

由
で
建
専
連
本
部
あ
て
に
九

月
三
十
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

６
、
助
成
金
の
交
付

　

申
請
書
の
審
査
を
経
て
建

専
連
が
申
請
者
へ
振
込
み
に

よ
り
交
付
。

７
、
問
合
せ
先

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
（
〒
一
〇
七
―

〇
〇
〇
四　

東
京
都
豊
島
区

北
大
塚
三
―
三
〇
―
一
〇
、

電
話
〇
三
―
三
九
四
九
―

七
三
一
二
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―

三
九
四
九
―
七
三
五
一
）
ま

で
。
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関
東
地
区
管
工
事
組
合
事
務

局
交
換
会

各
都
県
連
、
単
組
の
現
況
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
換

　

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同

組
合
（
理
事
長
・
岩
野
隆
一

氏
）
と
東
京
都
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
（
会
長
・
松

田
英
行
氏
）
は
、
八
月
一
日

に
東
京
都
港
区
の
東
京
都
管

工
事
会
館
に
て
第
十
三
回
関

東
地
区
管
工
事
組
合
事
務
局

情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
茨
城
、
栃
木
、、

埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈

川
、
甲
府
の
七
都
県
の
事
務

局
責
任
者
が
参
加
し
、
次
の

議
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
た
。
①
利
益
向
上
の
為
の

施
策
②
技
術
者
・
技
能
者
不

足
へ
の
対
応
③
退
会
し
た
会

員
（
単
組
）
へ
の
再
勧
誘
④

各
連
合
会
の
現
状
と
取
組
み

⑤
第
四
十
六
回
管
工
機
材
・

設
備
総
合
展
へ
の
参
観
の
お

願
い
⑥
組
合
員
加
入
促
進
⑦

新
規
事
業
開
拓
⑧
給
水
装
置

工
事
の
申
請
に
関
す
る
各
都

県
の
取
り
扱
い
状
況
⑨
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
登
録
更

新
制
度
⑩
継
続
学
習
制
度

（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
） 

第
39
回
事
業
部
会
を
開
催

　

標
記
部
会
が
八
月
二
十
七

日
に
全
管
連
会
館
に
お
い
て

行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
①
平
成
二
十
六

年
度
事
業
計
画
②
福
利
厚
生

事
業
（
管
工
事
賠
償
補
償
制

度
、
法
定
外
労
働
災
害
補
償

制
度
）
③
改
正
品
確
法
「
発

注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す

る
指
針
」
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

第
46
回
管
工
機
材
・
設
備
総

合
展
の
ご
案
内

　

第
四
十
六
回
管
工
機
材
・

設
備
総
合
展
（
共
催
・
東
京

都
管
工
機
材
商
業
協
同
組

合
、
東
京
都
、
東
京
都
管
工

事
工
業
協
同
組
合
）
が
、
来

る
十
月
一
日
（
水
）
か
ら
三

日（
金
）ま
で
の
三
日
間
に
わ

た
り
東
京
都
港
区
の
東
京
都

立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
浜

松
町
館
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
未
来

を
創
る　

暮
ら
し
を
彩
る　

設
備
展
」
で
、
水
と
空
気
を

大
切
に
す
る
趣
旨
の
も
と
、

各
種
の
優
秀
な
管
工
事
設
備

機
器
で
産
業
用
施
設
等
の
向

上
に
役
立
つ
意
義
あ
る
も
の

を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
京

都
管
工
事
工
業
協
同
組
合

（
電
話
〇
三
―
三
五
八
三
―

七
一
一
一
）
ま
で
。

第
四
十
六
回
管
工
機
材
・
設

備
総
合
展

１
、
会
場

　

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
・
浜
松
町
館
３
・
４
・

５
階
。

２
、
期
間

　

平
成
二
十
六
年
十
月
一

（
水
）
～
十
月
三
日
（
金
）

の
三
日
間
、
午
前
九
時
三
十

分
～
午
後
五
時
（
初
日
は
午

前
十
時
開
場
）。

３
、
入
場

　

一
般
公
開
入
場
無
料

第
30
回
全
国
ト
イ
レ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
11
月
15
日
に
開
催

へ　
　
　

日
本
ト
イ
レ
協
会

　

日
本
ト
イ
レ
協
会
（
高
橋

志
保
彦
会
長
）
は
、
毎
年
十

一
月
の
ト
イ
レ
の
日
（
十
一

月
十
日
＝
い
い
ト
イ
レ
と
読

め
る
の
で
）
を
記
念
し
て
全

国
ト
イ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
人
々
・

街
・
医
療
・
危
機
管
理
と
い

っ
た
視
点
か
ら
、
様
々
な
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
後
援
（
一
般
社

団
法
人
日
本
建
築
学
会
、
社

団
法
人
日
本
建
築
家
協
会

等
）、
協
賛
（
一
般
社
団
法

人
日
本
衛
生
設
備
機
器
工
業

会
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
株
）、（
株
）

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
等
。）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w

.

toilet-kyoukai.jp/

第
三
十
回
全
国
ト
イ
レ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

１
．
日
時

　

十
一
月
十
五
日
（
土
）

　

時
間　

九
時
か
ら
十
八
時

三
十
分（
後
に
講
演
会
あ
り
）

（
予
定
）

２
．
開
催
場
所　

世
田
谷
区

世
田
谷
中
学
校
体
育
館
（
世

田
谷
区
梅
丘
三
―
八
―
一
）

３
．
テ
ー
マ　
『
学
校
と
ト

イ
レ
／
こ
ん
な
に
大
事
な
学

校
ト
イ
レ　

現
状
・
課
題
・

対
策
』

４
．
参
加
費　

無
料
（
た
だ

し
、
資
料
代
と
し
て
千
円
程

度
）

５
．
問
い
合
わ
せ
先

　

第
三
十
回
全
国
ト
イ
レ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
事

務
局
渡
部
宛
、
連
絡
先
（
設

計
事
務
所
ゴ
ン
ド
ラ　

〇
三

―
五
八
〇
五
―
三
五
五
六
）

ま
で
。

平
成
26
年
度
版
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
制
度
検
索
サ
イ
ト
の

公
開
に
つ
い
て

（
一
社
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

推
進
協
議
会

　
（
一
社
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
推
進
協
議
会
は
、
全
国
の

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

公
共
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度

に
つ
い
て
容
易
に
検
索
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
同
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

今
般
、
平
成
二
十
六
年
度

に
実
施
さ
れ
て
い
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
を
全
国

の
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
協

力
を
い
た
だ
き
七
月
三
十

日
付
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
ま
し
た
。http://

w
w

w
.j-reform

.com
/

　

国
土
交
通
省
の
「
中
古
住

宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

プ
ラ
ン
（
平
成
二
十
四
年
三

月
）」
で
は
、
地
方
公
共
団

体
が
実
施
し
て
い
る
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
等
の
支
援
制

度
に
つ
い
て
、
一
元
的
な
情

報
の
収
集
・
提
供
を
通
じ
て
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取

組
の
拡
大
や
普
及
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

〇
検
索
サ
イ
ト
の
特
徴

１
．
支
援
制
度
の
検
索

　

平
成
二
十
六
年
度
の
各
地

方
公
共
団
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
制
度
を
調
べ
ら
れ
ま

す
。

２
．
個
々
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
制
度
の
詳
細

　

各
事
業
の
詳
細
ペ
ー
ジ
で

は
、
該
当
す
る
事
業
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
や
問

い
合
わ
せ
先
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
個
別
に
詳
細
内
容
が

確
認
で
き
ま
す
。

訃
報　

本
会
元
相
談
役

田
中　

宏
氏　

ご
逝
去

　

本
会
元
相
談
役
、
元
栃
木

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
会
長
の
田
中
宏
氏
は
、
さ

る
八
月
二
十
日
に
逝
去
さ
れ

た
。
享
年
九
十
二
歳
。

　

故
田
中
宏
氏
は
昭
和
四
十

六
年
五
月
か
ら
平
成
元
年
七

月
ま
で
理
事
、
平
成
元
年
七

月
か
ら
平
成
十
六
年
四
月
ま

で
副
会
長
、
平
成
六
年
六
月

か
ら
十
一
月
ま
で
会
長
職
務

代
行
を
つ
と
め
ら
れ
、
平
成

七
年
に
は
勲
四
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
る
な
ど
本
会
並
び

に
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
。

　

故
人
の
葬
儀
は
八
月
二
十

六
日
十
時
よ
り
、
栃
木
県
宇

都
宮
市
の
栃
の
葉
戸
祭
ホ
ー

ル
に
お
い
て
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
ご
子

息
の
田
中
英
治
様
。

　

衷
心
よ
り
、
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

７

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
これまでの試験問題の傾向を徹底分析、体系的に解説

　給水装置工事主任技術者試験が国家資格として実施されて以来、多くの会員の皆様からの要望にお応
えして、全管連では平成12年度より「給水装置工事主任技術者試験問題集〈合格への近道〉これならわ
かる問題と解説」を発刊いたしてまいりました。
　おかげ様で大変好評をいただき、今年度も平成25年度までの出題内容を精査し、さらに（公財）給水
工事技術振興財団発行の「改訂 給水装置工事技術指針」を参考文献として、内容を充実させ4訂第2版
として作成いたしましたのでご案内申し上げます。
　さらに、給水装置工事主任技術者試験を受験される皆さんにとって、過去の問題を知ることは、大変
重要であることから、直近3ヶ年の試験問題にその解説・解答を添え、さらに、過去のすべての試験問
題を分析し、試験の傾向と出題のポイントと計算問題をまとめた『〈合格への近道〉平成23～25年度
給水装置工事主任技術者試験問題収録版』を作成いたしました。併せてご活用ください。

全管連所属の地元組合へお申し込みください。

お申し込み方法

合格への近道

これならわかる問題と解説
4訂第2版

全管連技術資格研究会　著
B5判 328頁　定価＝3,600円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

第 1 章　試験案内
第 2 章　公衆衛生概論
第 3 章　水道行政
第 4 章　給水装置の概要
第 5 章　給水装置の構造及び性能
第 6 章　給水装置工事法
第 7 章　給水装置施工管理法
第 8 章　給水装置計画論
第 9 章　給水装置工事事務論
第10章　関係法規等

主な内容

合格への近道

給水装置工事主任技術者
試験問題収録版

全管連技術資格研究会　著
B5判 135頁　定価＝2,880円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

主な内容

第 1 章　出題傾向の分析
第 2 章　平成25年度問題と解説と解答
第 3 章　平成24年度問題と解説と解答
第 4 章　平成23年度問題と解説と解答
第 5 章　平成9～22年度計算問題と解答
　　　　 （出題分野ごとに抜粋）

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
これまでの試験問題の傾向を徹底分析、体系的に解説

２０１４年（平成26年）９月１日（月曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６７６号（　）
　

１
日　

登
録
基
幹
技
能
者
制

度
推
進
協
議
会
第
一
回
企
画
分

科
会
が
午
前
十
時
よ
り
、
東
京

都
港
区
の
（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金
に
て
行
わ
れ
、
依
田
主

任
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

東
京
都
管
工
事
工
業

協
同
組
合
の
第
十
三
回
関
東
地

区
事
務
局
情
報
交
換
会
が
午
後

三
時
よ
り
、
東
京
都
港
区
の
同

会
館
に
て
行
わ
れ
、粕
谷
専
務
、

松
本
常
務
、
上
田
局
長
、
鈴
木

課
長
が
出
席
し
た
。

　

４
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
Ａ
Ｐ
西
新
宿
に

て
行
わ
れ
、松
本
技
術
委
員
長
、

綱
田
健
志
氏
が
出
席
し
た
。

　

６
日　

大
澤
会
長
叙
勲
祝
賀

会
打
合
せ
が
午
前
八
時
よ
り
、

東
京
都
豊
島
区
の
全
管
連
に
て

行
わ
れ
、
大
澤
会
長
、
松
本
常

務
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

釧
路
市
管
工
事
業
協

同
組
合
の
小
坂
理
事
長
が
全
管

連
を
表
敬
訪
問
し
、大
澤
会
長
、

粕
谷
専
務
、
松
本
常
務
が
対
応

し
た
。

　

同
日　

配
管
実
技
シ
ー
ト
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
に
係
る
打
ち
合
わ

せ
が
、
午
後
二
時
十
五
分
よ

り
、
東
京
都
江
東
区
の
橋
本

総
業
（
株
）
東
雲
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
に
お
い
て
行
わ
れ
、
阿

部
技
術
参
与
、
松
本
常
務
、

佐
藤
課
長
、
仲
村
職
員
が
参
加

し
た
。

　

７
日　
（
株
）
ク
ボ
タ
前
代

表
取
締
役
会
長
兼
社
長
故
益
本

康
男
「
お
別
れ
会
」
が
午
前

十
一
時
よ
り
、
大
阪
市
北
区
の

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て

行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
が
出
席
し

た
。

　

同
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
平
成
二
十
六
年
度
第
四

回
運
営
委
員
会
が
午
後
三
時
よ

り
、
東
京
都
中
央
区
の
日
空
衛

に
て
行
わ
れ
、高
橋
技
術
参
与
、

依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　

19
日　

平
成
二
十
六
年
浄
化

槽
設
備
士
試
験
委
員
会
が
午
後

一
時
よ
り
、（
公
財
）
日
本
環

境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
、
髙
橋
技
術
参
与
が
出
席

し
た
。

　

20
日  

厚
生
労
働
省
・
経
済

産
業
省
主
催
の
平
成
二
十
六
年

度
第
一
回
水
道
分
野
に
お
け
る

官
民
連
携
推
進
協
議
会
が
午
後

一
時
よ
り
、
経
済
産
業
省
に
て

行
わ
れ
、
粕
谷
専
務
、
阿
蘇
主

任
が
出
席
し
た
。

　

同
日　
（
一
社
）
日
本
水
道

工
業
団
体
連
合
会
の
理
事
会
が

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
て
行
わ
れ
、
松
本
常

務
が
出
席
し
た
。

　

22
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
部
会
長
会
が
午

後
三
時
よ
り
、
さ
い
た
ま
市
の

浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ

ル
に
て
行
わ
れ
、
佐
藤
課
長
、

仲
村
職
員
が
出
席
し
た
。

　

23
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
九
十
三
回
理
事
会
が
午

後
十
二
時
よ
り
、
さ
い
た
ま
市

の
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ

テ
ル
に
て
行
わ
れ
、佐
藤
課
長
、

仲
村
職
員
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
十
八
回
通
常
総
会
・
研

修
会
が
午
後
二
時
よ
り
、
さ
い

た
ま
市
の
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ

ン
ズ
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
大

澤
会
長
、
粕
谷
専
務
、
松
本
常

務
、
佐
藤
課
長
、
仲
村
職
員
が

出
席
し
た
。

　

同
日　

水
道
施
設
工
事
の
積

算
指
針
説
明
会
が
午
前
十
時
よ

り
、
香
川
県
高
松
市
の
高
松
市

組
合
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、

鈴
木
宏
尚
氏
、
上
田
局
長
が
出

席
し
た
。

　

25
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
同
協
会
に
て
行

わ
れ
、
松
本
技
術
委
員
長
、
綱

田
健
志
氏
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

元
相
談
役
の
田
中
宏

氏
の
通
夜
が
午
後
六
時
よ
り
、

葬
儀
が
翌
日
の
午
前
十
時
よ

り
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
栃
の

葉
戸
祭
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、

通
夜
に
大
澤
会
長
、
松
田
総
務

担
当
副
会
長
、
松
本
常
務
、
葬

儀
に
松
本
常
務
が
参
列
し
た
。

　

26
日　

給
水
タ
ン
ク
制
振
装

置
の
完
成
披
露
会
が
午
前
十
時

よ
り
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の

横
須
賀
市
民
病
院
で
行
わ
れ
、

高
橋
技
術
参
与
、
粕
谷
専
務
が

出
席
し
た
。

　

27
日　

第
三
十
九
回
事
業
部

会
が
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都

豊
島
区
の
全
管
連
に
て
行
わ
れ

た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

藤
事
業
担
当
副
会
長
、
北
向

部
長
、
堀
口
副
部
長
、
南
委
員

長
、
粕
谷
専
務
、
松
本
常
務
、

上
田
局
長
、
佐
藤
課
長
、
鈴
木

課
長
、
依
田
主
任
。

　

28
日　

第
五
回
給
水
装
置
工

事
配
管
技
能
検
定
会
に
関
す
る

打
合
せ
会
が
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
、
全
管
連
会
館
に
て
行
わ

れ
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。（
敬
称
略
）

　

中
川
技
術
副
会
長
、
佐
藤
技

術
部
長
、
松
本
技
術
委
員
長
、

粕
谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田

局
長
、
依
田
主
任
。　

　

同
日　

会
長
、
六
部
会
担
当

副
会
長
会
議
が
午
後
三
時
よ

り
、
自
由
民
主
党
水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟
と
の
意
見
交
換
会

が
午
後
六
時
よ
り
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹

町
に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
敬
称

略
）。

　

会
長
・
大
澤
、
副
会
長
・
松

田
、
黒
澤
、
渡
辺
、
藤
川
、
藤
、

中
川
、
総
務
部
長
・
岩
野
、
粕

谷
専
務
、
松
本
常
務
、
上
田
局

長
、
佐
藤
課
長
、
鈴
木
課
長
。

全
管
連
の
う
ご
き

８月
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第
66
回
中
小
企
業
団
体
全
国

大
会
を
開
催
へ

　
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
及
び
都
道
府
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
は
、
第
六
十
六

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

を
下
記
の
通
り
開
催
い
た
し

ま
す
。

１
、
日
程

　

十
月
二
十
三
日
（
木
）

２
、
会
場

　

日
比
谷
公
会
堂
（
東
京
都

千
代
田
区
日
比
谷
公
園
一
―

三
）

３
、
大
会
参
加
料

　

一
人
五
千
円
。

４
、
参
加
者　

約
二
千
名
。

５
、
来
賓　

関
係
大
臣
、
政

党
代
表
等

６
、
大
会
内
容　

祝
辞
、
議

事
、
表
彰
式
、
大
会
宣
言

７
、
大
会
目
的

　

我
が
国
経
済
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
影
響
等
に
よ
り
、

景
気
の
好
転
の
兆
し
が
見
え

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
多
く
の

中
小
企
業
者
は
、
依
然
と
し

て
景
気
回
復
を
実
感
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

第
六
十
六
回
中
小
企
業
団

体
全
国
大
会
は
、
原
点
で
あ

る
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と

中
小
企
業
者
同
士
が
団
結
の

力
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
下
の
難
局
を
乗
り
切

る
た
め
に
開
催
す
る
。

５
、
お
問
い
合
わ
せ

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
電
話
〇
三
―
三
五
二

三
―
四
九
〇
一
、http://

w
w

w
.chuokai.or.jp/

「全国標準検定」、「分岐穿孔のみの検定」及び「地域オプション検定」の検定課程

検定種別 受検資格 検定内容

１．全国標準検定 給水装置工事の実務経験を
２年程度有する者

「学科課程」、「配水管（口径 75mm ダクタイル鋳鉄管）に
サドル付分水栓の取付、同分水栓用手動式穿孔機による分
岐穿孔」及び「給水管の切断・接合、組立、水圧試験」

２．分岐穿孔のみの検定 既存資格者のうち、分岐穿
孔資格を有しない者

「配水管（口径 75mm ダクタイル鋳鉄管に）サドル付分水
栓の取付・同分水栓用手動式穿孔機による分岐穿孔・水圧
試験」

３．地域オプション検定
（開催都道府県水道業体の必要に応じて実施する。）
⑴ 給 水 管（ス テ ン レ ス 鋼 管 ） 
配管コース

給水装置工事の実務経験を
２年程度有する者

「給水管（ステンレス鋼管）の切断、伸縮可とう式継手に
よる接合・組立、水圧試験」

⑵給水管（ダクタイル鋳鉄管）
配管コース 同上 「給水管（口径 75mm ダクタイル鋳鉄管）の切断、メカニ

カル継手及びフランジ継手による接合・組立・水圧試験」

⑶配水管（ダクタイル鋳鉄管）
への分水栓取付コース 同上

「配水管（ダクタイル鋳鉄管）に甲形又は乙形分水栓用不
断水穿孔機による直接穿孔、甲形又は乙形分水栓の取付、
水圧試験」

⑷配水管（ダクタイル鋳鉄管） 
からの分岐・配管コース 同上

「配水管（ダクタイル鋳鉄管）に弁付割Ｔ字管の取付、割
Ｔ字管用穿孔機による分岐穿孔」及び「給水管（口径
75mm ダクタイル鋳鉄管）の切断、メカニカル継手及びフ
ランジ継手による接合・組立、水圧試験」

平成26年度　給水装置工事配管技能検定会の開催日程 平成26年８月８日現在

№ 都道
府県 会場 会場所在地 開催期日 検定会種類

4 神奈川（学科）川崎市上下水道局平間配水所内
（実技）川崎市上下水道局給水装置センター

（学科）川崎市中原区上平間 1668
（実技）川崎市幸区下平間 1-11 平成26年９月1３日（土） 全国標準

穿孔のみ

5 宮 城 宮城県管工業協同組合 仙台市宮城野区扇町4- ３- ３３ 平成26年９月18日（木） 全国標準
穿孔のみ

6 千 葉
① 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町 2３85-7 平成26年９月1９日（金） 全国標準

穿孔のみ
7 京 都 京都市上下水道局　資器材防災センター 京都市南区上鳥羽鉾立町11- ３ 平成26年９月2０日（土） 全国標準

8 山 口 山口県管工事協同組合連合会
（宇部管工事協同組合内） 宇部市大字善和2０３- 116 平成26年1０月4日（土） 全国標準

穿孔のみ

９ 福 島 前澤給装工業㈱　福島工場 本宮市糠沢葭池1３8- 1 平成26年1０月９日（木） 全国標準
穿孔のみ

1０ 富 山 富山市管工事協同組合 富山市城川原2- ９- 1０ 平成26年1０月16日（木） 全国標準
穿孔のみ

11 新 潟 新潟市水道局水道技術センター 新潟市中央区関屋下川原町1- ３- ３ 平成26年1０月18日（土） 全国標準

12 山 形 山形市上下水道施設管理センター 山形市南石関27番地 平成26年11月6日（木） 全国標準
穿孔のみ

1３ 愛 媛 松山市管工事業協同組合 松山市美沢2丁目7番48号 平成26年11月6日（木） 全国標準
穿孔のみ

14 東 京 東京都立多摩職業能力開発センター府中校 府中市南町4- ３7- 2 平成26年11月6日（木） 全国標準
穿孔のみ

15 岐 阜 国際たくみアカデミー 美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 ３545-３ 平成26年11月7日（金） 全国標準
穿孔のみ

16 青 森 八戸圏域水道技術研修センター 八戸市沢里古宮5- 2 平成26年11月8日（土） 全国標準
穿孔のみ

17 滋 賀（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 大津市光が丘町３- 1３ 平成26年11月8日（土） 全国標準
穿孔のみ

18 三 重
① 四日市市上下水道局 四日市市堀木1- ３- 18 平成26年11月９日（日） 全国標準

1９ 静 岡 門屋浄水場 静岡市葵区門屋９９ 平成26年11月21日（金） 全国標準
穿孔のみ

2０ 千 葉
② 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町 2３85-7 平成26年11月21日（金） 全国標準

穿孔のみ

21 埼 玉 埼玉県管工事会館 さいたま市中央区下落合4- 14- 11 平成26年11月22日（土） 全国標準
穿孔のみ

22 三 重
② 四日市市上下水道局 四日市市堀木1- ３- 18 平成26年11月３０日（日） 全国標準

2３ 佐 賀 佐賀市管工事協同組合 佐賀市卸本町３- ３０ 平成26年12月6日（土） 全国標準
穿孔のみ

24 秋 田 秋田市上下水道局仁井田浄水場 秋田市仁井田新中島221- 2 平成27年2月18日（水） 全国標準
穿孔のみ

25 福 井 福井市研修センター 福井市文京6- 8- 18 平成27年2月1９日（木）及び
平成27年2月2０日（金） 全国標準

26 奈 良 奈良県立高等技術専門校 磯城郡三宅町石見44０ 平成27年３月14日（土）及び
平成27年３月15日（日）

全国標準
穿孔のみ
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